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箱根町水道事業運営協議会議事録 
 
主席者 
委 員：岡部郷、森川修一、酒寄勝男、北野谷克美、松井弘子、安藤雅章、小川

ミツ子 
町 側：町長、譲原環境整備部長、太田上下水道温泉課長、市川上水道担当課長、 
    山崎主査、芳澤副主幹 

進行区分 内      容 
芳澤副主幹（司会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

譲原環境整備部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒寄委員 

 

譲原環境整備部長 

 

 

委  員 

 

譲原環境整備部長 

 

 

委  員 

 

譲原環境整備部長 

 

 

 箱根町水道事業運営協議会を開催いたします。 
開会にあたりまして、山口町長よりごあいさつを申し

上げます。 
(町長あいさつ） 
(司会進行、町長退席) 
(委員自己紹介) 
(町職員紹介) 
(委員任命後、初めての会議で、会長及び副会長不在の

ため、会長選出まで、環境整備部長が進行役を務める。

委員同意。) 
 
本日の会議につきましては、箱根町水道事業運営協議

会条例第６条第２項に、委員の過半数の出席者により、

会議が成立することとなっておりまして、本日は委員さ

ん 7 名全員の方々に出席をいただいておりますので、本

日の会議は成立していることをご報告申し上げます。 
議題１、「会長及び副会長の選出について」、資料の｢箱

根町水道事業運営協議会条例｣第４条第１項に「会長及び

副会長を各１人置く」第２項には、「委員の互選によって

定められる」とされておりますので、ご意見をいただき

たいと思います。 
 

 水道の経験をお持ちの安藤さんを推薦いたします。 
 
 安藤さんを指名推薦という意見がございましたが、他

に意見はございますでしょうか。 
 
 (異議なし) (賛成) 
 
 ただ今、指名推薦のあった、安藤さんを会長にするこ

とに賛成の方は、挙手をお願いいたします。 
 
 (全員賛成) 
 
 全員賛成ということですので、安藤委員さんに会長を

お願いいたします。 
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進行区分 内      容 
 

 

安藤会長 

 

 

 

 

委  員 

 

安藤会長 

 

 

 

安藤会長 

 

 

 

 

安藤会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市川担当課長 

 

 

 

 

太田上下水道温泉課

長 

 

 

 

北野谷副会長 

 

 

 

 

(安藤会長、就任あいさつ、会長議事進行) 
 

箱根町水道運営協議会条例第４条第３項の規定により

副会長は、委員のうちから会長が任命することになって

おりますので、北野谷委員さんにお願いしたいと思いま

すがいかがでしょうか。 
 
(異議なし) 

 
北野谷委員さんに副会長をお願いいたします。 

 
 (北野谷副会長、就任あいさつ) 
 
 議題２、平成２２年度箱根町水道事業執行状況につい

て、町側から説明をお願いします。 
 
（太田上下水道温泉課長から内容説明後、質疑に入る） 
 

数点、質問をさせていただきます。 
まず１点目として、平成２２年度箱根町水道事業執行

状況ですので、平成２２年度の決算見込み額として考え

ておりますが、平成２１年度決算額と比べまして、水道

料金が若干の増を見込んでおられる様ですが、理由をお

願いいたします。また、２点目として、建設改良事業執

行状況の中の一般建設改良事業の「水道事業変更認可申

請書作成業務委託料」において、予算額 2,100 万円に対

し、執行額が 525 万円になっておりましたが、かなり減

額となっておりますが、その理由は何かあるのでしょう

かお尋ねいたします。 
 

まず、1 点目の平成 22 年度箱根町水道事業執行状況の

水道料の増につきましては、宮ノ下の大型宿泊施設の水

道利用と小涌谷の大型宿泊施設のリニューアルに伴う水

道使用量の増が主な理由でございます。 
 
2 点目の一般建設改良事業の「水道事業変更認可申請書

作成業務委託料」につきましては、予算額 2,100 万円に

対し、設計額が約 2,000 万円で、入札をいたしました結

果 525 万円で落札したものでございます。 
 
この「水道事業変更認可申請書作成業務委託料」が、

525 万円という安価で落札いたしましたが、委託内容に

ついてはいかがでしょうか。 
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進行区分 内      容 
市川担当課長 

 

 

 

 

安藤会長 

 

 

 

 

安藤会長 

 

 

 

 

 

市川担当課長 

 

 

 

 

 

 

 

安藤会長 

 

 

 

 

市川担当課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「水道事業変更認可申請書作成業務委託」とは、浄水

処理に伴う認可変更でございまして、神奈川県の認可の

ため、すでに内容等は県に確認をしていただいて提出し

ている状況でございます。 

 

 議題３、平成２３年度箱根町水道事業会計予算（案）

について、町側から説明をお願いいたします。 

 

（太田上下水道温泉課長から説明後、質問に入る） 

 

 平成２３年度箱根町水道事業運営方針の経営方針中、

予算では、純利益として、2,140 万円を見込んでいますが、

例年の決算では、4～5,000 万円の純利益となっています。

平成２３年度の決算では例年どおりの 4～5,000万円の純

利益が見込まれるか伺います。 

 

 平成２３年度箱根町水道事業会計予算（案）は、あく

までも、予定でございますので、収入については調定全

額を計上させており、支出については極力節減としてお

りますので、例年どおりに執行出来ればと考えておりま

す。なお、平成２３年度予算では、予定している支出を

すべて執行した場合、2,140 万円の純利益を見込んだもの

でございます。 

 

 資本的支出が資本的な収入よりも 2 億 1,190 万円の財

源不足を見込んでいますが、損益勘定留保資金等で補て

んとなっておりますが、具体的な内容について、説明を

お願いいたします。 

 

 資本的支出の財源内訳といたしましては、当年度分損

益勘定留保資金といたしまして、収益的支出の減価償却

費 1 億 3,694 万円と資産減耗費 1,509 万円などがおもな

ものでございます。この減価償却費は構築物や機械及び

備品等資産の毎年度の減価償却額分でございます。また、

資産減耗費は当該年度の工事費等で新しくなりました構

築物や機械の残存価格を費用化するもので減価償却費及

び資産減耗費とも、現金の伴わない費用でありまして、

企業会計では、これらを資本的支出の補てん財源として

充てることを許されておりますことから当年度分損益勘

定留保資金として 1 億 5,206 万円 4 千円となっているも

のでございます。 
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岡部委員 

 

市川担当課長 

 

 

 

 

 

 

 

安藤会長 

 

 

太田上下水道温泉課

長 

 

安藤会長 

 

 

 

 

 

安藤会長 

 

 

 

 

 

芳澤副主幹（司会） 

 

 

  水道料金の滞納状況について伺います。 

 

 水道料の未収金につきましては、平成 21 年度決算では

約 3,500 万円あり、平成 22 年度につきましては現年度は

調定額の 95％を過年度につきましては前年度末未収金の

50％の徴収を考えているものでございます。今後、未集

金につきましては、催告、再催告や停水処分を考慮のう

え、徴収に努めて未収額の減少を図りたいと考えており

ます。 

 

ご質問、ご意見が無いようですので、次ぎに、議題４

「その他」について、町側よりお願いします。 

 

 その他と言うことでありますが、町からは、特にござ

いません。 

 

 町からは、特にございません。と言う事でありますが

委員の皆様からは、何かございますか。 

 譲原部長さん何かございますか。 

 

（譲原環境整備部長あいさつ） 

 

 ご質問、ご意見が出尽くしたようなので、本日予定い

たしておりました議題の審議を終了いたします。 

 会議の運営にたいします、委員皆様のご協力に、深く

感謝申し上げまして、閉会とさせていただきます。 

 本日は、どうもありがとうございました。 

 

 ありがとうございました。 

 なお、次の協議会の開催は、７末頃を予定しておりま

すので、ご承知置きくださいますようお願いいたします。

 本日は、どうもお疲れ様でございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


